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-マ T･キシ1)ンエオジン染色に依 り組縛標本を作製 し組樟所見を観察した｡
濠 も著明な差異が認められたのは肺蹄であって対照群に於ては 中等度に結核結節を形成 し その-部




管周図-の細胞浸潤も中等度であ り主 として単板球を認める｡ 毛細血管は著明に拡揖充盈 し所Jkに出
血の像を認める｡肺胞円への細胞浸出は殆ど見られない｡
培養成績
肺臓､肝臓､腎挿､及び牌膝の各 1grを可及的無菌操作に依 り取 り出し之に2%硫酸水を10cc加-乳
























り得るとすれば､成る可 く結核菌自体に対しては障樽の少い､ しか も啄疾中止雪見在する雑菌の発育を
完全に阻止する前処置が望ましい事は当然であるo この目的に滑ふ可 く苛性 ソT ダ法と Corperand
Stonerの第三燐酸ソーダ法を再換 した｡
結核菌食塩水浮溶液､結核性膿胸穿刺液､ 剖検屍体より得た茎洞内容物及び結核患者啄ヨ英に就て夫
々2%苛性 ソーダ,4%苛性 ソーダ,10%第三燐酸 ソーダ (23%Na3PO4･12H._70)の等量を加へ､37oC
の下に充分に坂凌混和し材料の溶解均質化起計 り､夫々30分ヾ1時間､2時間後その一定白金耳二量を岡･






4%苛性 ソーダに於ては雑菌の発育は最 も少い.10%第三燐酸 ソーダに於ては4%苛性 ソ-ダには劣
るが､2%苛性 ソーダに比して雑菌の発育は少い.
以上の実験 より治療効果判定に資する定量堵葦の前処置法としては 10%第三燐竣 ソ-ダ法が最 も理
想的ではあるが､本法による際は4%苛性 ソーダ法に比して啄疫の溶解並に耗菌の発育阻止力が貞易いか
ら必ず37oCの下に混和材料を充分に振替して先金に堵疾を溶解させること及び啄疫の取扱ひを啄出後
出来得る限 り無簡約に行ひ取扱中の汚染を可及的に少なくする努力が必要であることを知った｡
